
開 石狩浜の自然

小樽市銭函海岸

新川河口地区の昆虫

山本 亜生

00
小樽市総合博物館が2004年 か ら継続 している銭函海岸(新 川河 口地区)に おける昆虫相調査か ら、

これまでに確認 された昆虫について概説する。新川河口地区には石狩砂丘の中でも比較的良い状態の

砂浜海岸の生態系が残存 しており、海岸 ・草原 ・湿原 ・海岸林 といったさまざまな生息環境に対応 し

た多様な昆虫が生息 している。一方、海岸線の侵食 ・車両の乗 り入れ ・廃棄物の投棄 ・大規模な開発

といった、この地域の生物相を大きく変えかねない脅威 も迫 りつつある。

翻 はじめに
昆虫 は地球上の あらゆ る場所 で繁栄 してい る生

物 だが、海洋の環境 には適応 してお らず、海 にす

む ものは極端 に少ない ことが知 られてい る。 しか

し、海 と陸 との境界 である海岸 には、 その厳 しい

環境 に適応 した特殊 な昆虫た ちの世界 があ り、 ま

た、 それ らは今 なお未知 の部分が多い魅力 的な研

究分野であ る。

小樽市総合博物 館 は2004年 か ら小樽:市銭 函3

～5丁 目の海岸 「新川河 口地区」で昆虫相 の調査

を実施 している。 これ まで に、海岸 に特有 の種 類

を中心に197種 の昆虫が報告 されてお り(山 本,

2008;2009;2010)、 銭函海岸 の生物相 の一端が明

らかにな りつつ ある。

本稿 では、調査の中で見 出された昆虫た ち と、

銭函海岸(新 川河 口地 区)の 自然 を紹介 したい。

琵 新川河・地区の襯
小樽市の東部、銭函地区の海岸は、道内有数の

規模 を持つ砂丘である石狩砂丘の西端に当たる。

しかし残念ながら、開発による環境の荒廃が進み、

本来の姿を失った場所が多い。その中で、私たち

が調査 している新川河口右岸付近(以 下、新川河

口地区という)は 、昔ながらの海岸の自然を比較

的良好に留めている場所の一つである。

私たちの調査は、新川河口から石狩湾新港樽川

ふ頭 までの約5kmの 範囲 で実施 されて いる(図

1)。 ここには、石狩砂丘 の他 の地域同様 、砂丘 と

カ シワ海岸林が帯状 に配列 し、近 くの銭函天狗山

の山頂か らはその全体像 が良 く見 える(写 真1)。

砂丘 の幅 は平均す ると約150mで 、海側 は浸食

が著 しく、段 丘化 が進 んでいる。 しか し、海浜植

生 は良 く残 ってお り、花 の季節 にはハマナスやハ

マエ ン ドウな どが美 し く咲 き競 う。 また、カシワ

海岸林 は500～700mの 幅 が あ り、石狩砂丘 の 中

で も規模 が大 き く状態 も良好であ る。

この地 区に独特 の環境が新川河口右岸 に広が る

湿地帯 であ る(写 真2)。 ここには砂丘列 の問 に長

さ200m程 の沼 があ り、周囲 に小規模 なが ら密度

の高い ヨシの群落が ある。 この場所 はかつ て小樽

内川(オ タル ナイ川 あるい はオタネ川 な どとも呼

ぼれた)と い う川が流れていた跡で、星置川の支

流、濁川 と清川の合流点 であった。人工河川であ

る新川(1886(明 治19)年 か ら開削が始 まる)の

建設 によって小樽=内川 の流路 は変わ り、現在 はそ

の河 口部が沼地 として残 っている。

小樽市 は江戸時代 中期 に松前藩;によって置 かれ

た 「オタルナイ場所」 をルー ツ とす る自治体 であ

るが、オタルナイ場所 は当初 この新川河 口周辺 に

運営の中心 があ り、「オ タルナイ」とは小樽 内川 の

ことを指 した名称で あった。場所経営 の中心が現

在 の小樽市 中心部 に移 った後 も 「オタル ナイ」の

名 は残 り、現在の 「小樽:」とい う地名 まで続いて

い る。
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図1小 樽市銭函海岸 新川河ロ地区の概念図、および小樽市総合博物館の調査における調査範囲

写真1銭 函天狗山山頂付近から見た新川河ロ地

区。中央の三日月型の沼が小樽内川跡。そ
の手前が新川。中央奥の埋立地、手前側が

樽川ふ頭

しか し、「小樽:」とい う地名が生 まれた記念すべ

きこの場所 も、現在 は小樽市 の市街地か ら遠 く、

市 民 に とって はほ とん ど馴 染 みの ない場所 で あ

る。 マ リンレジャーな どに訪 れる人 も、多 くが札

幌 や石狩 の市民で ある。

この地域 を含 めた石狩砂丘 の昆虫相 についての

研究 は、東 ・山内(1979)に よるア リ類相の研究

な どがあるが、 ま とまった形 での報告 はこれ まで

あ ま り例が なか った。最近 になって、石狩湾の海

岸部 における甲虫相の研究(小 林,1999;2000;

2002-2009)、 石狩浜 にお ける訪花昆虫 の調査(西

川・内藤,2006)、 石狩 市親船地 区の湿地 の調査(石

狩 自然誌研究会,2006)な どが相次 いで発表 され

てお り、特 に小林英男氏 による10年 にわ たる調査

の成果 は貴重 な ものであ る。 また木野 田(2006)

写真2小 樽内川跡の沼地

は、札幌近郊 にお ける代表 的な昆虫の生息環境 と

して、新川河 口付近 の砂丘 とカシワ林 を紹介 して

いる。

しか し、大都 市の圏内にある割 には、 この地域

の昆虫相 についての情報 は多 くない。失われて し

まう前 にその現状 を記録 してお くことは、早急 に

取 り組 むべ き課題であ る。

ト のノ ヤ ヤ

灘波 打 ち 際 ・砂 浜 の 昆 虫

波打ち際 に沿って続 く砂浜の海岸 は、バーベ

キューやマリンスポーツを楽 しむ多 くの人で賑わ

う場所である。かつてはオタネ浜や十線浜 と呼ば

れた海水浴場 もあったが、現在は海水浴場 として

の整備は行われていない。砂浜の幅は広い場所で

約50mに 達するが、近年は波浪による侵食が酷

く、海岸線は後退しつつある。 また内陸に広がる
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砂丘 との段丘 化が 進 んでお り、段 丘面 は場所 に

よっては高 さ3mに 達す る。 この ような砂 の崖 に

は多数 のシ ョウ ドウツバ メが飛来 し、 コロニーを

作 っている。

直射 日光 が照 り付 ける砂 の上 には、生 き物 の気

配が ないように感 じるが、打 ち上 げられた海藻 ・

流木 ・生物 の死体 の周辺 には意外な ほど多 くの昆

虫が見 られ る。数が多 いの は甲虫類 ・ハ エ類 ・ト

ビム シ類 で、中で もハネカクシ類:・ケシガム シ類 ・

ハマベエ ンマムシ類 な どの海 浜性 の甲虫類が よ く

目立つ。

ハネカク シ類 は短 い前翅の下 に長 い後翅 を 「隠

してい る」 ことが特徴の昆虫で、多 くの種が海岸

に適応 し、 ヨコエ ビや トビム シな ど微小 な無脊椎

動物 を捕食 して暮 らしてい る。北海道 には25～30

種 の海岸性ハ ネカクシ類 が生 息 している と言われ

(丸山,2002)、 新川河 口地 区で も様々 な種類が採

集 されている。 中で もアバ タ ウミベハ ネカクシや

ウミベ アカバハネカ クシな どの個体数が多い。

ケシガム シ類 は、水生 昆虫 を多 く含 むガム シ科

の1グ ルー プで、海岸 で腐敗 した海藻 を食べて暮

らす目立た ない昆虫である。北海道で は7種 が知

られ ているが(大 原,2009)、 新川河 口に生息す る

種類 が どれ に該 当す るか は今後 の検 討課題 で あ

る。

エ ンマム シ類 はハ エの幼虫 を食べ る昆虫で、動

物の死体 や糞 な どに集 まる。北海道の海岸 には海

浜性のハマベ エ ンマムシ類が数種見 られ、新川河

口で もよ く見 られる。

他 にも、流木 の下か らはオオハサ ミムシやハマ

ベハサ ミムシ といったハサ ミム シ類が見 つか る。

ハサ ミム シ類 は尾部 に大 きなハ サ ミ状 の器官 を

持 った、 いかつ い姿の昆虫だが、雌親が卵や幼虫

を大切 に保護す るこ とが知 られている。流木 を起

こして昆虫 を探 してい ると、 こうした光景 にしば

しば出会 う。

また、調査地の東端部 には、砂浜の埋 め立て に

伴 って二次的 にで きた水 た まりが点在す るが、 こ

の辺 りにはホソ トビミズギワゴ ミム シが多い。 こ

の昆虫 は、砂浜 に流入す る小河川の周辺 が典型的

な生息環境 であ ると言われ てい る。現在 はこの よ

うな環境 は見 当た らないが、彼 らの存在 は この付

近の環境 の変遷 を考 える上で興 味深 い。

この ように多 くのユニー クな昆虫 が暮 らす砂浜

の環境 だが、先 に述べた とお り、近年 の海岸線の

後退 ・侵食 によってその姿 を大 き く変 えつつ ある。

砂浜 の縮小や漂着物の減少 、段丘面 による砂丘域

との隔離が進 むこ とで、独特 の昆虫相 に も影響が

及 ぶ ことが懸念 され る。

器 砂丘の融
4.1不 安定帯の昆虫

砂浜か ら内陸 に一段上が る と、海 岸線 に沿 って

帯状 に広が る砂丘 の上 に出る。近年、侵食 が進 ん

で いる とは言 え、その幅 は平均で150m、 広 い場所

で250mほ どある。砂丘上 には海浜 草原 と呼 ばれ

る海浜植物 を中心 とした植生が広がっている。 は

るか に続 く砂 の丘 と色 とりどりの海浜植物 の花々

は、石狩砂丘 を代表す る景観 と言 える。

海 浜草原 は海寄 りの地域 と内陸の地域 とで、風

の影響 の違 いに よる植生の変化が見 られ る。 そ し

て生息す る昆虫 の種類構成 も、植生 の変化 に伴 っ

て大 き く変化 する。

最 も海寄 りの地域 には、不安定 な環境 に適応 し

たハ マニ ンニク ・コウボウムギ ・ハ マ ヒル ガオ な

どの群落が広が り、 それ らの根際 にはコホネゴ ミ

ム シダマシ ・スナム グ リヒョウタ ンゾウム シ ・シ

ラ フヒョウタンゾウム シ ・クロキオ ビジ ョウカイ

モ ドキ ・クロモ ンイ ッカク ・キベ リマル ピサ ゴコ

メツキな どが生息 してい る。 いずれ も砂丘や河原

な ど乾燥 した環境 を好 み、森林で は見 られない特

殊 な昆虫で ある。これ らの昆虫 は植物の根や種子 、

生物 の乾燥 した死骸 を食べ て暮 らしてい ると考 え

られ ているが、詳 しい生態 に関 して はよ くわかっ

ていない ものが多い。

どれ も小型 で 目立 たない昆虫だが、意外 と色彩

や姿が独特 で美 しい ものが多 い。 クロモ ンイ ッカ

ク(写 真3)は 、胸部 に不 自然なほ ど大 きな角状

の突起 を持 つが、 その機能 について はよ くわか っ

ていない。 クロキオ ビジ ョウカイモ ドキの雄が持

つ、耳状 の異様 な触角 も興 味深い特徴 である。

その他特筆すべ き種 として は、スナ ヨコバ イが

採集 されている。 これ は環境省 レ ッ ドリス トで準

絶滅危惧、北海道 レッ ドリス トで希少種 に指定 さ

れてお り、環境 の良 い海岸の指標 とされ る(友 国 ・

林,2006)。 コウボウムギか ら吸汁 して暮 らし、砂

粒 そっ くりの複雑 な模様 が特徴的で ある。

写 真3ク ロモ ン イ ッ カ ク 。 体 長 約4.5mm
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また、 この辺 りで は、2種 類 の小型の カメム シ

類 が よく目に付 く。一 つ はエ ゾコバ ネナガ カメム

シで、テ ンキグサの葉鞘 に潜 んでいる ことが多い。

はねが極端 に短 く腹部 が露 出 してお り、一般的な

カメムシのイメー ジ とはか け離れた、変わ った姿

をした昆虫で ある。 もう1種 は ヒメオオ メカメム

シに近 縁 な種 類 で あ るが、色 や大 き さな どが 異

な ってお り、別種で はないか と考 え られ ている(友

国,1994)。 これ も複 眼が異様 に大 きい、変わ った

姿 をしたカメムシで ある(写 真4)。

砂丘 を少 し内陸 に進む と、砂丘 の陰や窪地な ど

風の影響 が弱 い場所 に、ハ マナス・ハマエ ン ドウ・

ハマボウ フウ ・ハマハ タザオ といった美 しい花が

群落 をつ くっている。 これ らの花 には、花粉や蜜

を求 めて多 くの昆虫が集 ま り、送粉者 として重要

な役割 を果 た している。

西川 ・内藤(2006)は 石狩浜の海浜植物群落:に

お ける34種 の訪花昆虫 を記録 し、甲虫類 の割合が

高 い とい う興 味深 い調査結果 を報告 してい る。新

川河 口地区の海浜草原で も訪花昆虫相 はほぼ同様

で あ り、モモブ トカ ミキ リモ ドキ・ツマキアオジ ョ

ウカイモ ドキ ・クロフナガタハナ ノ ミ ・クロハ ナ

ケシキスイ ・キベ リチ ビケシキスイ ・セイ ヨウ ミ

ツバ チ ・ハイイ ロマルハ ナバ チ ・コハナバチ類 な

どが多 い。 また、外来種 として問題 になってい る

セイ ヨウオオマルハナバ チの姿 も見か けるように

なって きた。

特徴的 な もの として は、ウ ンランに特異的 に集

まるとされるウンランチ ビハナケシキスイ ・ハマ

ナスの花 に群れ るカタモ ンコガネ ・ハ マボウフウ

の重要な送粉者 になってい る とい うコモンツチバ

チ などが挙 げ られ る。 カタモ ンコガネ(写 真5)

は6月 か ら7月 のハ ナマ スの開花最盛期 に よく目

立つ昆虫で、新川河 口付近で は個体数 が多 く、一

つ の花 に十数頭 が集 まって い る こと も少 な くな

い。 この昆虫 は幼虫時代バ ラ科植物 の根 を食 べて

育 つ ことが知 られてお り、本州以南で は雑木林 な

写真4ヒ メオオメカメムシの近縁種。体長約3mm

写真5ハ マナス花上のカタモンコガネ

どで も見 られる種類で ある。 しか し北海道で は海

岸以外 で見 られる ことは少ない と言われている。

4.2安 定帯の 昆虫

砂丘 をさらに内陸に進 む と、風 の影響 が弱 まり、

安定 した砂地 の上 にススキ ・クサ フジ ・エ ゾノカ

ワラマ ツバ ・ノコギ リソウ ・コガネギ クな どが多

くなって くる。 この辺 りでは、純粋 な海 浜性 の昆

虫が少 な くな る一 方で、近年減少が著 しい と言 わ

れる草原性の昆虫が多 くなる。

このような草原性 の昆虫 としては、ギ ンイチモ

ンジセセ リ(写 真6)が 代表格 である。 この蝶 は

ススキを食草 とす る典型 的な草原性種で、環境省

レッ ドリス トで準絶滅危惧 、北海道 レ ッドリス ト

で留意種 とされてい る。新 川河 口付近で は比 較的

個体数 が多 く、6月 下旬 頃 に草原 を弱々 しく飛ぶ

のが観察 で きる。

また、群 生す るクサフジには、カバイ ロシジ ミ・

フジマメホ ソクチゾウム シ ・ヒゲナガマメゾウム

シ ・キア シクロカス ミカメ ・キ クカス ミカメな ど

写真6ギ ンイチモンジセセ リ。開長(は ねを開い

た大 きさ)約29mm
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クサ フジに依存 する昆虫が多い。 また、エ ゾノカ

ワラマ ツバ か らはオ ビカス ミカメやエ ゾキボシカ

ス ミカ メが、アキグ ミか らはグ ミチ ョッキ リな ど、

それぞれの植物 に特有 の珍 しい昆虫 が見 つかる。

オ ビカス ミカメは、国内で は北海道 のオホーツ

ク海沿岸 で しか見 つか ってい ない昆虫 だが(安 永,

2001)、新川河 口付近 に も生息す ることが最近確認

で きた。エ ゾキボシカス ミカ メ と共 に、 エゾノカ

ワラマ ツバ の粟粒 のような花 の中に溶 け込 む独特

の模様 をしている。

また、世界最大 のコロニーで有名 なエゾアカヤ

マア リも砂丘 の内陸寄 りで よ く見 かける昆虫で あ

る。東 ・山内(1979)は 石狩砂丘 に、約4万5千

巣 、108万 の女王蟻 、3億6百 万 の働 き蟻か らなる

巨大 なスーパ ーコ ロニーが 存在 す る こ とを報 告

し、 この地域個体群 はIUCN(国 際 自然保護連合)

の レッ ドリス トに も掲載 された。 その後、石狩湾

新港 の開発等 によ り生息地 の分 断、縮小が進み、

現在 は当時の十分の一ほ どの規模で ある とい う。

それで も、 この辺 りで は、細 かい枯れ草 な どが集

め られた独特の蟻塚 を、今 も普通 に見 るこ とがで

きる。

4.3砂 丘の昆虫に迫る脅威

このような砂丘の昆虫たちにとって最大の脅威

は、砂丘上を走 りまわるオー トバイやバギー車で

ある。車両の走行による海浜植生の破壊は石狩砂

丘共通の問題だが、規制のない新川河口周辺は、

特に状況が悪 くなっている(写真7)。 植生の破壊

は昆虫たちのすみかや食草を消失させ、 また、直

接的な礫過 も昆虫の生息状況を悪化 させていると

考えられる。

また、帰化植物の勢力が年々増 しつつあること

も心配なことである。海水浴場 として賑わ う銭函

海岸西部では、帰化植物の増加による海岸特有の

植生や生態系の消失が顕著である。新川河口付近

も、このままでは同様な状況に陥 りかねない。

写真7バ イクやバギー車によって削 られた海浜植

生。新川河ロ付近、2008年

翻 湿地の融
調査地 内にあ る湿地 は、先述 した小樽:内川跡 の

沼地の他 にも、砂丘列や海岸林 の間にい くつか散

在 してい る。 いずれ も小 さいなが ら植物 が豊富 な

水辺で、珍 しい湿原性の昆虫が多数確認 されてい

る。 しか し、小樽:内川跡以外 は乾燥化が著 しく、

消失寸前 の状態 である。

小 樽:内川跡 は新 川河 口か ら100mほ どの場 所

にあ るが、夏期 には人の背丈以上 に伸 びたヨシに

隠 されて、 どこにあるのか分か りづ ら くなる。湿

地 としての規模 は決 して大 き くないが、 ガマ ・ミ

ク リ ・ドクゼ リ ・トウヌマゼ リ ・ゴキヅル ・サ ワ

ギキ ョウ ・エゾノ ミソハギ ・クサ レダマな どの多

様 な植物が繁茂 し(写 真8)、 沼 の中 もヒシ・ホザ

キノ フサモ ・エ ゾノ ミズタデな どの沈水植物や浮

葉植物が豊富で ある。

代表的 な水辺の昆虫であ る トンボ類 は、 これ ま

で に偶産種 を除 くと6科26種 が確認 され てい る

(山本 ほか,2008;山 本,2010)。 北海道 には68種

の トンボが生息、あ るいは恒常的 に飛来す ること

が知 られてい るが、新川河 口付近の狭い地域 にそ

のおよそ4割 が生息す ることになる。

個体数が多いのはクロイ トトンボ ・キタイ トト

ンボ ・ル リイ トトンボ ・アジアイ トトンボ ・オツ

ネン トンボな どのイ トトンボ類で、ギ ンヤ ンマ ・

ヨツボシ トンボ ・オオ トラフ トンボな ど北海道 の

止水環境 を代表 する トンボ もひ と通 り見 られる。

貴重種 としては、 マンシュウイ トトンボ ・セスジ

イ トトンボ ・オオイ トトンボ ・マダラヤ ンマが確

認 されてお り(い ずれ も北海 道 レッ ドリス ト希少

種)、特 にマ ンシュウイ トトンボは北海道南西部で

は唯一 の記録 である。 また数年前 にタイ リクアカ

ネが多数見 られた ことがあ ったが、一時的 な発生

だった ようで、最近 はあ ま り見 られ な くなった。

水 中には、ゲ ンゴロウ(環 境省 レ ッドリス ト準

写真8小 樽内川付近の湿原植生。人の背丈 を超え

る植物が密生する。2008年
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絶滅危惧、北海道 レッ ドリス ト希少種)、 オオ コオ

イムシ(写 真9;北 海道 レ ッドリス ト希 少種)・バ

バ アメ ンボ(環 境省 レッ ドリス ト準絶滅危 惧、北

海道 レッ ドリス ト留意種)・ ヒメ ミズカマ キ リ と

いった水生昆虫が多 く、水面 の ヒシ葉上 にはジュ

ンサイハ ムシやムモ ン ミズカメムシが よ く見 られ

る。

沼周辺 の ヨシ群落の中 にはオオ ミズギワカメム

シ(北 海道 レッ ドリス ト希少種)・ ツマグロマ キバ

サ シガメ(環 境省 レッ ドリス ト準絶滅危惧、北海

道 レッ ドリス ト留意種)・ オオ ナガマキバ サ シガ

メ・イグチケブカゴ ミム シ(写 真10)・ カタアカア

トキ リゴ ミム シな どの珍 しい湿原性 昆 虫が見 つ

か ってい る。 オオ ナガマ キバサ シガメはレ ッドリ

ス トの掲載種 ではないが、 日本 では北海道 と本州

北部 でのみ見 つかっている稀種 で、道 内では これ

まで道東 の湿原 か ら報告 されていた(飯 島,1995)。

道央圏で はおそ ら く初 めての発見 であ る。

ヨシの葉上 にはタテヤマ ヨシウンカ ・ミ ドリヨ

シカス ミカメ ・セスジ ヨシカス ミカメ ・ジュウク

ホシテ ン トウ ・ジュウサ ンホシテ ン トウな どの美

写真9オ オコオイムシ。雄は背中の上に卵 を乗せ

て保護する習性がある

写 真11沼 の ほ と り に散 乱 す る トイ レ ッ トペ ー

パ ー 。2008年

麗な ヨシ依存種が多数生息 してい る。 ジュウクホ

シテ ン トウや ジュウサ ンホシテ ン トウはいずれ も

ヨシに寄生 す るアブラム シや ヨコバ イ類 の捕食者

で、テ ン トウムシ類 として は細長 い独特 の体型 を

してい る。 また、多数 自生 してい る野生 のハ ッカ

には青藍色 に輝 くハ ッカハム シが多 い。

沼 にして も、周辺 の湿原植生 にして も、植物 の

密度が非常 に高 く、特 に夏期の調査 は困難 を極 め

る。 これ まで7年 間調査 を続 けてい るが、 この付

近の昆虫相 の解 明度 は まだ高 くない印象がある。

今後 も魅力的な発見が期待で きる場所 であ る。

また、砂丘 同様、湿地 も車両の無秩 序な乗 り入

れによって大 きなダメージを受 けてい る。砂丘 の

中に残 った小 さな湿地 には必ず とい っていいほ ど

無残 なタイヤの跡 が残 ってお り、小 さな生物 に対

する影響 は深刻であ る。

また、 ゴ ミの投棄 も多 く、 レジャー客の生 ごみ

か ら古 タイヤな どの産業廃棄物 まで、種類 も幅広

い。特 に小樽 内川跡の周辺 には人 の排泄物が多い

(写真11)。 新川河 口周辺 には トイレが無 いため、

砂丘 の影 になる この辺 りがその代用 とされてい る

状況 であ る。 さほ ど広 くない閉鎖 された湿地環境

であ り、水 や土壌への影響 が心配 である。

写真10イ グチケブカゴミムシ。体長約9mm

盤 カシワ海岸林の融
石狩砂丘 に広が るカシワ海岸林 は総延長20km

に も及び、その規模 は 日本最大であ ると言われる。

その中で も、銭函地 区の海岸林 は幅が広 く、状態

も比較的良好 であ る。 カシワ以外 には ミズナラ ・

ヤマグワ ・ヤチダモ ・エ ゾイタヤ ・ヤナギ類 な ど

が見 られ、風の影響 が弱 くなる内陸寄 りで はカ シ

ワ以外 の広葉樹の割合 がやや高 くなる。 また、 コ

マユ ミ ・ツル ウメモ ドキ ・ヤマブ ドウ ・キンギ ン

ボ ク ・サワフタギ などの潅木が林床 を覆 い、林 内

へのアプローチは困難 を伴 う。 その点、新川河 口
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付近 のカシワ林 は数本の細 い林道が通 ってお り、

比較 的調査が容易であ る。

この林 は、他の樹種 も混在 す るが、 ほぼカシワ

の純林 といって良 く、昆虫 もカシワ しか食べない

種類や カシワを好 む昆虫 が多 く見 られ る。一方で、

カシワ以外 を食草 とす る昆虫 は、一般的 な広葉樹

林 よりも多様 度が低 い。 カシワを好む特殊 な種類

が主体 となる独特 な昆虫相が形成 されてい る と言

える。

カシワ林 の昆虫 として有名 なのが、キタアカ シ

ジ ミ ・ウラジロ ミドリシジ ミ ・ハヤ シ ミドリシジ

ミ ・ウラ ミス ジシジ ミといった 「ゼ フィルス」 と

呼 ばれ る小型 の蝶類 である。 これ らの蝶 は緑 や榿

色、青色 に輝 く美 しいはね を持 ち、愛好家 の心 を

惹 きつ けて止 まない。黒 田ほか(2009)は 、 ゼフ ィ

ルス類 の道 内における代表的な観察地 の一 つ とし

て銭函の大浜海岸 を挙 げてい る。大浜海岸 は正確

には新 川河 口 より西 の地域 を指すが、 ここでは新

川河口 を含 む、大浜か ら石狩湾新港 までのカシワ

林 について、 そのゼ フィルス相 の豊 かさを紹介 し

てい る。

キタアカシジ ミは美 しい赤榿色 のはね を持 った

蝶 で、 カシワのみ を食 草にす る代表的 なカシワ林

依存種 である。この蝶 は1990年 に近縁種で あるア

カシジ ミと別種 であ ることが発表 され、 日本 の蝶

の中で最 も最近 に発見 された ものの一つであ る。

この蝶 の発見 に至 る経緯 について黒田(2009)が

まとめてい るが、その中で、石狩浜や銭函海岸 の

カシワ林 での調査 が、 キタアカシジ ミ発見 の端緒

になった ことが触 れ られ ている。

また、キタアカシジ ミ(北 日本亜種)は 環境省

レッ ドリス トで絶滅危惧II類 、北海道 レッ ドリス

トで留意種 に指定 されてい る。銭函海岸 では個体

数が多いが、 カシワ林だ けに生 息す る昆虫 で、 そ

の生 息地 は極 めて限 られてい る。

蝶 の他 に もカシワの樹上 か らは、ハ ナアカカス

ミカメ ・ケブカキベ リナガカス ミカメ ・サ ジクヌ

ギカメムシ ・フチ トリヒメ ヒラタタマム シ(写 真

12)・ ク リタマム シ ・カ シワノ ミゾウムシ ・キア シ

チ ビアオ ゾウム シな ど、カシワ林 を好む珍 しい昆

虫が見つか る。 また、エゾアカヤマ ア リがアブラ

ムシの一種 をカ シワの葉上で保護 してい る様子 も

よ く見 られ る(写 真13)。

ハナ アカカス ミカメは体長6mm程 の榿色 をし

た小型のカメム シで、北海道 と本州のカ シワ林 の

みに生息す る完全 なカシワ林依存種 であ る。新川

河 口付近 では個体数が多 いが、 どこで も見 られ る

昆虫で はない。 また、サ ジクヌギカメムシ ・フチ

トリヒメ ヒラタタマム シ ・キア シチ ビアオ ゾウム

写真12フ チ トリヒメヒラタタマムシ。体長約4mm

写真13 カシワ葉状でアブラムシの一種を保護する

エゾアカヤマア リ

シな どは北海道で は採集例 が少 な く、生態 につい

て もあま りよ くわかっていない昆虫だ った。新川

河 口のカシワ林 で は個体数 も比較的多 く、カ シワ

との密接 な関係 を伺 わせ る生息地 とい える。

また、カ シワ林 内に点在す る小 さな水 た まりや

湿地 には、 さまざ まな湿地性の昆虫が見 られる。

カシワ林 は砂丘上 に成立 した樹林 であ り、 かつて

砂丘列間の窪地 であった場所 に水 がた まり、 この

ような湿地 が出来 る。多 くは融雪プール と呼 ぼれ

る夏期 には消 えて しまう環境 であ るが、年間 を通

して水 が残 る場所 も新川河 口には意外 に多 い。

融 雪プール の生物 として は、石狩砂丘 と青森県

の下北半島 で しか確認 されていないキタホウネ ン

ェ ビとい う生物が有名 だが、昆虫 も独特 な種類 が

見 られる。夏 に も水が残 るような場所の周辺で は、

マル ガタゲ ンゴロウ(環 境省 レ ッドリス ト準絶滅

危 瞑)・ ケシゲ ンゴロウ ・オオ ミズスマ シ ・ヒメ リ

スアカネ(北 海道 レッ ドリス ト希少種)・ エ ゾアオ

イ トトンボな どが多 い。

ヒメ リスアカネは、 はね の先端 が うっす らと黒

ず む ことが特徴 の小型 のアカ トンボで、周 囲が樹

林で囲 まれた水辺 を好 む昆虫であ る。小樽 では丘

陵地 にも生息地が あるが、欝蒼 としたカシワ林の

中の水辺 は この トンボの生息環境 にぴった りの場

所 であ るのか もしれ ない。
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酵 わりに
砂浜海 岸 は本来 、砂浜 ・砂丘 ・湿地 ・海岸林 と

いった多様 な環境 が組 み合わ された独 特の 自然 に

よって成 り立つ場所 であった。 しか し、 こうした

基本的 な構造 を残 す海岸 は、全国的 にも減 少 して

いる と考 えられてい る。まだ研究の途上であ るが、

新川河 口地区で は、海浜性 ・湿原性 ・草原性 ・森

林性 の多様 な昆虫が確認 されてお り、この ことは、

砂浜海岸 として本来の 自然が維持 されてい ること

を示 す結果だ とい える。

2010年 までの7年 間で、200種 近 い昆虫 を報 告

して きたが、私 た ちの手元 には まだ 多 くの未発

表 ・未 同定 の標本が ある。 また、昆虫 の中で大 き

な割合 を占める鱗翅 目 ・膜翅 目 ・双翅 目の調査が

あま り進 んでお らず、 これ らの標本 の収集 も今後

の課題 である。各分野の専門家 との連携 を もっ と

強化 して、銭函海岸 の昆虫相 の よ り詳細 な解明 に

努 めたい。

昆虫 は小 さ く目立た ない生物だが、種数 ・個体

数 ともに他の生物 を凌駕す る規模 を持 っている。

昆虫が食 べ、食 べ られ る ことによって生 み出され

る物質の流れ は、生態系 における物 質循環 の主要

な部分 を担 ってい る。 また、海浜植物 の送粉者 と

しての役割 も言 うまで もな く重要で ある。脆弱 な

海岸 の生態系 を健全 に維持 してい くた めには、小

さな昆虫の多様性 にも眼を向ける ことが必要であ

ろう。

これ まで も触れて きた とお り、 この地域 に生息

す る昆虫 に とっての脅威 は、海岸 の侵食 ・脆弱な

環境 への車両 の侵入 ・廃棄物 の投棄 ・海岸や砂丘

の大規 模 な開発 といった 主 に4点 に ま とめ られ

る。石狩砂丘 の中で も比較的良好 な自然 を維持 し

て きた新川河 口周辺で あるが、その環境 は確実 に

悪化の一途 を辿 っている。大都市 に近 い地域で、

これ まで こうした環境が維持 されて きた ことは、

む しろ奇跡 的な ことなのか もしれない。 この地域

の価値 を どの ように考 え、活用 してい くべ きか、

長期的 な視点 に立 った議論が必要 な時期 にあ るの

ではないか と感 じる。
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